
  
 

   
 

地
域
型
住
宅
の
ブ
ラ
ン
ド
化

地
域
住
産
業
の
活
性
化
に
拍
車

For The Future
柴崎太輔 さん

付加価値創造に挑戦！ 注目企業を訪ねる
有限会社中里スプリング製作所
今月のニュース
建材マンスリー資料室
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「地域型住宅ブランド化事業」の申請条件「長期優良住宅」の
認定に必要な主な条件

補助金額

グループ
による
申請

評価委員会
による
評価

国土交通省
による

グループの
申請

共通ルールに基づいた
長期優良住宅に対して
費用の一部を補助耐震性 

構造の安定

耐久性 
劣化の軽減

維持管理・更新
の容易性 

メンテナンスへの配慮

居住環境 
地域の街なみと
調和していること

住戸面積 
必要な広さが

確保されていること

維持保全計画 
維持保全管理、

住宅履歴情報の整備

省エネルギー性 
温熱環境

性
能
表
示
項
目
基
準

補助金の申請・交付

地域の気候・風土、街なみ景観等の特徴

地域材の特徴、地域材供給の現状

「地域型住宅」の具体像

地域型住宅の規格・仕様に関する共通ルール

地域材の供給・加工・利用に関する共通ルール

積算、資材調達、施工に関する共通ルール

地域型住宅の維持管理に関する共通ルール

共通ルールの設定

信頼性確保

維持管理

普及促進

技術継承

新技術導入

資源循環利用

災害時の応急仮設、住宅供給体制

具体的取組み、役割分担

原木供給者

プレカット工場

製材事業者

建材流通事業者

中小工務店

建築士事務所

グループ化

着工前、あるいは着工後、
一定期間内に補助金の交付申請
（グループ事務局で一括して提出）

交付決定
（中小工務店に対して

個別に交付決定通知を出す）

竣工
（進捗状況などを報告する）

補助金額確定
（中小工務店に対して
 個別に通知を出す）

完了実績報告
（グループ事務局で一括して提出）

書類審査・必要に応じて
現地調査

中小工務店の補助金申請

１戸当たり
建設費の１割以内かつ

  を限度に補助100万円

グループに属する中小工務店によっ
て供給される「地域材」を活用した
木造住宅

１戸当たり
上記に加えて、 

を限度に補助 20万円

地域材

地域材を活用した長期優良住宅

柱・梁・桁・土台の
において、「地域材」を使用
する場合

採択

受付期間

まで
6/8（金）1
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Step

1

過半

地
域
で
生
産
す
る
住
宅
の
明
確
化

＋

産地証明など

産地証明など

※手続きや提出書類の詳細は、平成24 年度地域型住宅ブランド化事業評価事務局のＨＰ（http://www.chiiki-brd.jp/）をご参照ください

■ 

グ
ル
ー
プ
化
が
必
須
条
件

 

「
地
域
型
住
宅
ブ
ラ
ン
ド
化
事

業
」
は
、
地
域
の
気
候
・
風
土
に
配
慮
し
、
地
域
材
を
活
用
し
た
長

期
優
良
住
宅
を
供
給
す
る
「
グ
ル
ー
プ
」
の
生
産
シ
ス
テ
ム
に
対
し

て
評
価
が
行
な
わ
れ
る
。

■ 

事
業
の
趣
旨
「
木
の
い
え
整
備
促
進
事
業
」
同
様
、「
中
小
住
宅

生
産
者
に
よ
る
長
期
優
良
住
宅
へ
の
取
組
み
の
促
進
」
だ
が
、
従
来
の

単
独
の
建
設
会
社
か
ら
、グ
ル
ー
プ
に
よ
る
供
給
シ
ス
テ
ム
の
評
価
や
、

申
請
を
グ
ル
ー
プ
単
位
で
行
な
う
な
ど
の
点
が
大
き
く
変
わ
っ
た
。

長
期
優
良
住
宅
の
普
及
と
質
の
向
上
が
進
む
な
か
、
こ
の
よ
う
な

新
し
い
支
援
の
形
に
変
更
し
た
背
景
に
は
、
大
工
・
工
務
店
な
ど
の

担
い
手
の
技
術
向
上
に
は
個
別
の
工
務
店
へ
の
補
助
で
は
な
く
、「
住

宅
を
供
給
す
る
体
制
」
に
対
し
て
の
支
援
が
重
要
で
あ
る
と
い
う
認

識
が
生
ま
れ
た
こ
と
が
あ
る
。

さ
ら
に
、
国
が
さ
ま
ざ
ま
な
政
策
・
基
準
・
法
律
の
変
更
な
ど
を

業
界
に
普
及
・
促
進
さ
せ
る
た
め
に
は
、
流
通
事
業
者
を
含
め
た
地

域
ご
と
に
グ
ル
ー
プ
化
さ
れ
た
体
制
づ
く
り
を
通
じ
て
発
信
す
る
こ

と
が
、
重
要
か
つ
効
果
的
と
の
考
え
も
あ
る
よ
う
だ
。

■ 

補
助
対
象
と
な
る
住
宅
次
の
す
べ
て
を
満
た
す
、
地
域
材
等

を
活
用
し
た
木
造
住
宅
と
な
る
。

①	

採
択
さ
れ
た
グ
ル
ー
プ
ご
と
の
地
域
型
住
宅
の
共
通
ル
ー
ル
等
に

則
し
て
、
グ
ル
ー
プ
の
構
成
員
で
あ
る
中
小
工
務
店
等
に
よ
り
供

給
さ
れ
る
も
の
。

②	「
長
期
優
良
住
宅
の
普
及
の
促
進
に
関
す
る
法
律
」
に
基
づ
き
、
所

管
行
政
庁
に
よ
る
長
期
優
良
住
宅
建
築
等
計
画
の
認
定
を
受
け
、

グ
ル
ー
プ
に
対
す
る
採
択
通
知
を
出
し
た
後
に
着
工
す
る
も
の
。

グ
ル
ー
プ
構
成
員
の
中
で
工
務
店
に
つ
い
て
は
、
最
近
３
事
業
年

分
の
平
均
年
間
住
宅
供
給
が
54
戸
以
下
の
中
小
工
務
店
が
5
～
10
社

以
上
加
入
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
が
、
中
規
模
工
務
店
の
参

加
も
条
件
付
き
で
可
能
で
あ
る（
＊
）。

■ 

評
価
の
ポ
イ
ン
ト
採
択
の
評
価
ポ
イ
ン
ト
の
う
ち
、
住
宅
の

性
能
は
、
長
期
優
良
住
宅
の
基
準
を
満
た
す
こ
と
が
最
低
条
件
で
あ

る
。
そ
れ
に
加
え
て
留
意
す
べ
き
点
と
し
て
、
地
域
グ
ル
ー
プ
の
連

携
の
仕
組
み
や
波
及
効
果
の
大
き
さ
、
地
域
の
特
性
を
活
か
し
た
仕

様
に
対
し
て
の
工
夫
や
取
組
み
に
重
き
が
置
か
れ
て
い
る
こ
と
が
上

げ
ら
れ
る
。

■ 

補
助
金
の
申
請
・
受
付
グ
ル
ー
プ
の
提
案
が
採
択
さ
れ
る
と
、

そ
の
グ
ル
ー
プ
に
所
属
す
る
中
小
工
務
店
は
、
共
通
ル
ー
ル
に
基
づ
い

て
産
地
証
明
な
ど
が
さ
れ
た
地
域
材
を
活
用
し
た
長
期
優
良
住
宅
を

建
築
す
る
場
合
に
、
建
築
費
の
一
部
が
補
助
さ
れ
る
。
採
択
さ
れ
た

グ
ル
ー
プ
に
参
加
し
て
い
る
工
務
店
が
申
請
を
行
な
っ
た
後
に
補
助

金
が
交
付
さ
れ
、
施
主
に
還
元
さ
れ
る
流
れ
に
な
る
。

■ 

補
助
金
額
1
戸
当
た
り
の
補
助
額
は
、
建
築
費
の
1
割
以
内

で
、
上
限
が
１
０
０
万
円
。
さ
ら
に
、
柱
、
梁
、
桁
、
土
台
の
過
半

に
地
域
材
を
使
用
し
た
場
合
は
、
1
戸
当
た
り
20
万
円
を
限
度
に
追

加
補
助
が
受
け
ら
れ
る
。 グ

ル
ー
プ
が
対
象
と
な
る

「
地
域
型
住
宅
ブ
ラ
ン
ド
化
事
業
」

中
小
工
務
店
を
中
心
と
し
た
グ
ル
ー
プ
に
対
し
て
、
地
域
型
長
期
優
良
住
宅
へ
の
補
助
金
が

支
給
さ
れ
る
「
地
域
型
住
宅
ブ
ラ
ン
ド
化
事
業
」。
今
ま
で
の
事
業
と
の
相
違
点
に
つ
い
て
、

ポ
イ
ン
ト
を
整
理
す
る
。

地域住産業の
活性化に拍車

地
域
型
住
宅
の
ブ
ラ
ン
ド
化

国
土
交
通
省
は
４
月
25
日
、「
地
域
型
住
宅
ブ
ラ
ン
ド
化
事
業
」の
募
集
要
領
を
発
表
し
た
。
同
事
業
は
、
地
域
特
性
を
生
か
し
た
長
期
優
良
住
宅
の
供
給
を
支
援
す
る
補
助
事
業
だ
。

昨
年
度
ま
で
実
施
さ
れ
て
い
た「
木
の
い
え
整
備
促
進
事
業
」（
長
期
優
良
住
宅
普
及
促
進
事
業
）の
継
続
事
業
と
位
置
づ
け
ら
れ
る
が
、

「
グ
ル
ー
プ
に
よ
る
住
宅
供
給
の
シ
ス
テ
ム
」が
申
請
の
条
件
と
な
り
、
大
き
く
変
更
し
て
い
る
。

今
回
は
、「
地
域
型
住
宅
ブ
ラ
ン
ド
化
事
業
」の
内
容
を
紹
介
す
る
と
と
も
に
、
先
駆
的
に
地
域
グ
ル
ー
プ
づ
く
り
を
行
っ
て
い
る
団
体
に
、
連
携
取
組
み
の
ヒ
ン
ト
を
う
か
が
っ
た
。

＊
中
小
工
務
店
が
５
～
10
社
以
上
参
加
し
て
い
れ
ば
、
３
０
０
戸
未
満
程
度
の
中
規
模
工

務
店
も
グ
ル
ー
プ
に
加
入
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
中
規
模
工
務
店
の
数
は
、
グ
ル
ー
プ

に
所
属
す
る
工
務
店
の
数
の
三
分
の
一
以
内
。
た
だ
し
、
中
規
模
工
務
店
に
対
す
る
補

助
対
象
戸
数
に
は
、
一
定
の
制
限
が
あ
る
。
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地域型住宅のブランド化

1
社
だ
け
で
は
対
応
の
難
し
い
課
題
も

地
域
の
グ
ル
ー
プ
な
ら
可
能
に
な
る

今
年
の
4
月
16
日
、
埼
玉
県
西
部
お
よ
び
東

京
都
多
摩
地
区
の
工
務
店
21
社
と
地
域
の
住
宅

産
業
に
関
わ
る
企
業
が
集
ま
り
、「
武
蔵
住
宅

研
究
会
」
の
設
立
総
会
を
開
催
し
た
。
会
に
は

工
務
店
の
ほ
か
、
原
木
市
場
、
製
材
工
場
、
プ

レ
カ
ッ
ト
工
場
、
設
計
事
務
所
、
建
材
流
通
業

な
ど
が
、
グ
ル
ー
プ
の
一
員
と
し
て
参
加
し
て

い
る
。
グ
ル
ー
プ
結
成
の
目
的
は
、
組
織
化
す

る
こ
と
に
よ
っ
て
情
報
の
共
有
を
図
り
、
国
が

行
な
う
さ
ま
ざ
ま
な
推
進
事
業
な
ど
に
積
極

的
に
参
加
す
る
た
め
で
あ
る
。

会
長
を
務
め
る
吉
澤
建
設
工
業
の
吉
澤
文

男
氏
は
、
工
務
店
の
グ
ル
ー
プ
化
に
大
き
な
期

待
を
寄
せ
、
次
の
よ
う
に
抱
負
を
語
る
。

 

「
私
ど
も
の
会
社
は
、
飯
能
市
周
辺
で
生
産
さ

れ
る
西
川
材
を
使
い
、
木
造
軸
組
の
家
の
建
設

を
数
多
く
手
が
け
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
性

能
数
値
を
出
す
な
ど
の
煩
雑
さ
が
あ
り
、
長

期
優
良
住
宅
の
認
定
が
な
か
な
か
受
け
に
く

い
現
状
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
ハ
ー
ド
ル

を
越
え
る
た
め
に
、
会
の
グ
ル
ー
プ
各
社
の
ノ

ウ
ハ
ウ
を
集
め
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

１
社
で
は
難
し
い
こ
と
で
も
、
グ
ル
ー
プ
の
知

恵
を
集
め
れ
ば
可
能
と
な
る
で
し
ょ
う
」

会
に
参
加
す
る
工
務
店
の
長
期
優
良
住
宅
の

実
績
は
、
棟
数
で
２
％
に
満
た
な
い
と
い
う
。

「
技
術
面
で
、
方
法
が
わ
か
ら
な
い
」
と
い
う

声
が
圧
倒
的
だ
っ
た
。
し
か
し
今
後
は
「
ぜ
ひ

チ
ャ
レ
ン
ジ
し
た
い
」
と
い
う
工
務
店
の
数
も

多
か
っ
た
と
い
う
。

長
期
優
良
住
宅
や
ゼ
ロ
エ
ネ
ル
ギ
ー
住
宅

が
、
こ
れ
か
ら
の
住
宅
建
設
の
ス
タ
ン
ダ
ー
ド

と
な
る
流
れ
が
で
き
つ
つ
あ
る
。
本
年
度
の
国

土
交
通
省
の
住
宅
関
係
予
算
で
も
、
こ
の
２
つ

に
重
点
が
置
か
れ
た
。
工
務
店
1
社
だ
け
で
は

「
や
り
た
く
て
も
や
れ
な
い
」
と
い
う
状
況
を

打
破
す
る
方
策
の
一
つ
が
、
こ
の
グ
ル
ー
プ
化

と
い
え
る
の
で
あ
る
。

西
川
材
の
ブ
ラ
ン
ド
住
宅
は

デ
ザ
イ
ン
を
重
視
し
た
木
の
家

事
務
局
長
を
務
め
る
建
材
流
通
業
の
柏
屋

商
事
・
吉
田
宏
之
氏
は
、
会
立
ち
上
げ
の
経
緯

を
次
の
よ
う
に
説
明
す
る
。

 

「
新
設
住
宅
着
工
戸
数
が
減
少
し
て
、
地
域
工

務
店
は
た
い
へ
ん
厳
し
い
時
代
を
迎
え
て
い
ま

す
。
そ
の
こ
と
は
、
私
た
ち
流
通
業
だ
け
で
な

く
、
林
業
に
携
わ
る
方
、
製
材
工
場
、
さ
ら
に

は
地
域
経
済
に
と
っ
て
も
大
き
な
懸
念
で
す
。

こ
う
し
た
時
代
に
生
き
残
る
に
は
、
志
を
同
じ

く
す
る
工
務
店
が
集
ま
り
、
知
恵
を
出
し
合
う

こ
と
が
、
有
効
な
手
段
で
す
。
そ
こ
で
、
私
ど

も
と
取
引
の
あ
る
工
務
店
に
呼
び
か
け
を
し
、

グ
ル
ー
プ
づ
く
り
を
サ
ポ
ー
ト
し
ま
し
た
」

地
元
の
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
局
や
信
用
金
庫

に
も
声
を
か
け
た
。
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
局
に
は

広
告
媒
体
と
し
て
の
サ
ポ
ー
ト
を
期
待
し
て
い

る
。
た
と
え
ば
、
会
員
で
資
金
を
出
し
合
っ
て

Ｃ
Ｍ
を
打
ち
、
地
域
工
務
店
の
知
名
度
を
高

め
る
。
ま
た
、
信
用
金
庫
に
は
、
リ
フ
ォ
ー
ム

ロ
ー
ン
の
金
利
優
遇
な
ど
の
協
力
を
依
頼
し
て

い
る
。
総
会
員
数
は
40
社
を
超
え
た
。

会
の
最
初
の
取
組
み
は
、「
地
域
型
住
宅
ブ

ラ
ン
ド
化
事
業
」
だ
。
そ
れ
に
は
い
く
つ
か
ク

リ
ア
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
ハ
ー
ド
ル
が
あ
る
。

生
産
体
制
と
し
て
の
「
組
織
化
」
は
、
す
で

に
完
了
し
た
。「
ブ
ラ
ン
ド
化
」
の
共
通
ル
ー

ル
に
関
し
て
は
、
流
通
に
つ
い
て
は
、
ほ
ぼ
整

い
つ
つ
あ
る
。
原
木
市
場
か
ら
製
材
、プ
レ
カ
ッ

ト
、
流
通
ま
で
、
顔
の
見
え
る
流
通
ル
ー
ト
を

作
り
上
げ
た
。
さ
ら
に
、
木
の
よ
さ
を
損
な
わ

ず
に
含
水
率
を
落
と
す
、
遠
赤
低
温
乾
燥
を

手
が
け
る
企
業
に
も
参
加
を
呼
び
か
け
、
使
い

勝
手
の
よ
い
木
材
を
工
務
店
に
提
供
で
き
る
手

は
ず
を
整
え
た
。

問
題
は
住
宅
そ
の
も
の
の
規
格
や
仕
様
、
維

持
・
管
理
に
関
す
る
共
通
ル
ー
ル
づ
く
り
だ
。

 

「
維
持
・
管
理
に
関
し
て
は
、
住
宅
あ
ん
し
ん

保
証
の
住
宅
瑕
疵
保
険
な
ど
の
サ
ー
ビ
ス
を

使
い
な
が
ら
進
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。
仕
様
に
つ
い
て
は
、
今
、
設
計
事
務
所
と

わ
れ
わ
れ
事
務
局
と
で
素
案
を
詰
め
て
お
り
、

工
務
店
と
話
し
合
い
な
が
ら
完
成
さ
せ
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。
実
は
近
々
、
私
た
ち
の
会
の

上
部
組
織
で
あ
る
住
活
協
（
一
般
社
団
法
人 

全
国
住
宅
産
業
地
域
活
性
化
協
議
会
）
主
催
の

勉
強
会
が
開
か
れ
ま
す
。
そ
こ
で
、
す
で
に
何

年
も
前
か
ら
活
動
を
続
け
て
、
仕
様
な
ど
も
決

め
て
い
る
団
体
に
、
ど
の
よ
う
に
や
っ
て
お
ら

れ
る
の
か
、
ぜ
ひ
お
話
を
う
か
が
っ
て
き
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
」（
吉
田
氏
）

会
の
「
地
域
型
住
宅
」
の
概
要
や
ネ
ー
ミ
ン

グ
は
ま
だ
決
ま
っ
て
い
な
い
。
し
か
し
、
西
川

材
の
よ
さ
が
目
に
見
え
る
、
若
い
人
た
ち
に
も

共
感
し
て
も
ら
え
る
「
モ
ダ
ン
な
家
」
を
供
給

し
て
い
き
た
い
と
い
う
。
そ
の
た
め
に
、
著
名

な
建
築
家
に
、
デ
ザ
イ
ン
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
依

頼
す
る
計
画
が
あ
る
。

 

「
若
い
人
に
『
西
川
材
を
使
っ
た
住
宅
は
い
い

な
』
と
選
ん
で
も
ら
う
に
は
、
や
は
り
デ
ザ
イ

ン
が
重
要
な
要
素
で
す
」
と
吉
田
氏
。
デ
ザ
イ

ン
の
よ
さ
は
工
務
店
の
武
器
に
も
な
る
と
期
待

す
る
。
デ
ザ
イ
ン
に
か
か
る
コ
ス
ト
は
会
員
で

分
担
す
れ
ば
、
大
き
な
負
担
に
は
な
ら
な
い
。

た
だ
し
、
西
川
材
と
い
う
ブ
ラ
ン
ド
だ
け
に

こ
だ
わ
る
わ
け
で
は
な
い
。
顧
客
の
中
に
は
多

摩
材
を
使
い
た
い
と
い
う
要
望
も
あ
る
。
そ
れ

に
応
え
る
に
は
、
広
域
で
ス
ム
ー
ズ
な
流
通
が

求
め
ら
れ
る
の
で
、
多
摩
地
域
の
企
業
も
含
め

た
柔
軟
な
組
織
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

「武蔵住宅研究会」の会員構成

西川材：埼玉県飯能市、毛呂山町、越生町などから産出
されるスギ、ヒノキ。強度が高い優良材として知られる。
江戸時代、この地域から筏を使って木材を江戸へ運んだ
ことから、江戸の西の川から来る材「西川材」と呼ばれ
るようになった。荒川支流の入間川・高麗川・越辺川の
流域を西川林業地と呼ぶ。

金
山
杉
の
よ
さ
を
引
き
出
す

仕
様
書
の
4
つ
の
コ
ン
セ
プ
ト

山
形
県
の
東
北
部
に
位
置
す
る
金
山
町
は
、

面
積
の
8
割
を
山
林
が
占
め
、
樹
齢
80
年
以
上

を
経
た
大
径
木
の
「
金
山
杉
」
を
産
出
す
る
こ

と
で
知
ら
れ
る
。
こ
の
金
山
杉
の
さ
ら
な
る
販

路
拡
大
を
目
指
し
て
、
供
給
側
で
あ
る
林
業
関

係
者
と
、
設
計
事
務
所
や
工
務
店
の
有
志
が
集

ま
り
、数
年
前
か
ら
グ
ル
ー
プ
作
り
を
始
め
た
。

金
山
杉
の
強
度
試
験
等
を
行
な
い
、
勉
強
会
を

積
み
重
ね
て
作
り
上
げ
た
の
が
、
金
山
杉
の
特

性
を
生
か
し
た
住
ま
い
づ
く
り
の
仕
様
書
「
金

山
杉
住
宅
仕
様
書
」
で
あ
る
。

金
山
杉
の
よ
さ
、
在
来
木
造
住
宅
の
よ
さ
を

最
大
限
に
引
き
出
し
、
高
性
能
で
長
持
ち
す
る

住
ま
い
づ
く
り
の
た
め
に
、
仕
様
書
で
は
4
つ

の
コ
ン
セ
プ
ト
を
打
ち
出
し
て
い
る
。

	

自
然
素
材
を
あ
ら
わ
し
て
使
う
木
の
家
（
構

成
要
素
の
多
く
を
自
然
素
材
で
ま
か
な
う
）

	

近
隣
と
の
関
係
性
を
考
え
た
木
の
家
（
日
当

た
り
、通
風
、屋
根
の
向
き
な
ど
を
配
慮
す
る
）

	

丈
夫
で
長
持
ち
す
る
木
の
家（
地
震
に
強
く
、

維
持
管
理
し
や
す
い
こ
と
を
重
視
す
る
）

	

自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
利
用
す
る
木
の
家
（
省

エ
ネ
や
自
立
循
環
型
を
目
指
す
）

こ
れ
ら
の
コ
ン
セ
プ
ト
を
展
開
し
て
作
ら
れ
た

37
の
作
法
を
、
建
設
地
の
環
境
に
合
わ
せ
て
活

用
で
き
る
よ
う
、
仕
様
書
は
考
慮
さ
れ
て
い
る
。

 

「
仕
様
書
の
目
指
し
て
い
る
も
の
は
、
金
山
杉

を
使
っ
て
、
従
来
の
木
造
住
宅
の
建
築
作
法
を

守
り
、
快
適
で
長
持
ち
す
る
住
宅
を
つ
く
る
こ

と
で
す
。
一
番
大
事
に
し
て
い
る
の
は
、
切
妻

の
屋
根
の
軒
を
深
く
出
し
て
外
壁
を
長
持
ち
さ

せ
、
室
内
は
真
壁
と
し
て
、
金
山
杉
を
で
き
る

だ
け〝
あ
ら
わ
し
〟で
使
う
と
い
う
点
で
す
」と
、

仕
様
書
の
作
成
に
関
わ
っ
た
建
築
士
の
阿
部
利

広
氏
は
語
る
。

 

「
金
山
杉
住
宅
仕
様
の
検
討
」
は
２
０
０
９
年

度
の
国
土
交
通
省
「
地
域
木
造
住
宅
市
場
活
性

化
推
進
事
業
」
で
採
択
さ
れ
、
検
討
委
員
会
が

「
金
山
杉
住
宅
仕
様
書
」
と
し
て
ま
と
め
上
げ

ブランド化に向けて

地域連携

地
域
の
工
務
店
が
集
ま
り
、
知
恵
と
資
金
を
出
し
合
う
動
き
が
活
発
だ
。

「
地
域
型
住
宅
ブ
ラ
ン
ド
化
事
業
」応
募
を
目
前
に
控
え
た
、

新
し
い
グ
ル
ー
プ
の
抱
負
を
う
か
が
う
。

武
蔵
住
宅
研
究
会

工
務
店
の
グ
ル
ー
プ
化
で
仕
事
の
幅
を
拡
大
さ
せ
る

事例1

ブランド化に向けて

地域連携

ブ
ラ
ン
ド
材
で
あ
る「
金
山
杉
」の
販
路
拡
大
か
ら
始
ま
っ
た
、

林
業
、
設
計
事
務
所
、
工
務
店
の
連
携
。
仕
様
書
を
整
え
て
、

新
た
な
ブ
ラ
ン
ド「
金
山
杉
住
宅
」を
作
り
出
し
た
経
緯
を
う
か
が
う
。

金
山
杉
住
宅
を
つ
く
る
会

県
外
へ
の
普
及
も
視
野
に
入
れ
た「
金
山
杉
住
宅
」

事例2

事業者会員

工務店
２１社

埼玉県 
飯能市・鶴ヶ島市
入間市・狭山市
毛呂山町・越生町
所沢市・日高市
ふじみ野市・坂戸市
川越市・幸手市

東京都 
青梅市
東大和市
羽村市

賛助会員

原木市場
２社

埼玉県飯能市
東京都
西多摩郡日の出町

賛助会員

乾燥機メーカー
1社

東京都江東区

賛助会員

マスコミ
1社

埼玉県飯能市

賛助会員

資材商社
1社

東京都東村山市

流通店会員

建材流通業
1社

埼玉県飯能市

賛助会員

金融機関
1社

埼玉県飯能市

賛助会員

資材メーカー
5社

埼玉県 川越市
東京都 立川市・荒川区
 千代田区

賛助会員

製材工場
２社

埼玉県飯能市
東京都
西多摩郡日の出町

賛助会員

プレカット工場
3社

埼玉県 飯能市
 朝霞市

賛助会員

建具屋・家具屋
1社

埼玉県飯能市

賛助会員

設計事務所
4社

埼玉県 坂戸市・東松山市
東京都 八王子市・羽村市

（２０１２年４月５日現在。入会予定企業も含む）

吉澤文男氏（住宅施工）（左）と吉田宏之氏（建材流通）

西川材をふんだんに使用した住宅の内部
（設計：コウ設計工房、施工：吉澤建設工業）

阿部利広氏（設計）

A

D

BC
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地域型住宅のブランド化

た
、
１
９
８
６
年
に
は
『
金
山
町

街
並
み
景
観
条
例
』が
制
定
さ
れ
、

条
例
の
基
準
に
合
致
し
た
建
物
に

は
、
町
か
ら
助
成
金
が
交
付
さ
れ

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
こ
の
よ

う
に
街
並
み
を
維
持
す
る
と
い
う

目
的
で
、
金
山
杉
を
使
っ
た
在
来
工
法
の
住
宅

建
設
が
守
ら
れ
て
き
ま
し
た
」

と
こ
ろ
が
、
こ
こ
５
～
６
年
、
金
山
町
で
の

住
宅
新
築
着
工
数
が
一
気
に
減
少
し
、
一
桁
台

に
ま
で
落
ち
込
ん
だ
。
そ
こ
で
、
金
山
の
木
造

住
宅
を
根
底
か
ら
見
直
し
、
ど
の
地
域
に
も
応

用
で
き
る
木
造
住
宅
の
仕
様
書
を
仕
上
げ
よ
う

と
い
う
こ
と
に
な
っ
た
と
い
う
。

仕
様
書
作
成
の
他
、金
山
杉
の「
産
地
証
明
」、

「
出
荷
・
品
質
証
明
」
の
発
行
体
制
も
整
え
た
。

ま
た
、
住
宅
の
維
持
・
管
理
に
関
し
て
は
、
グ

ル
ー
プ
が
責
任
を
持
ち
、
た
と
え
担
当
施
工
者

が
事
業
を
や
め
て
も
、
住
ま
い
手
に
対
し
て
安

心
を
保
証
し
て
い
く
構
え
だ
と
い
う
。

 

「
金
山
杉
住
宅
を
つ
く
る
会
」
に
は
「
金
山
杉

住
宅
」
を
、
地
域
内
に
留
ま
ら
ず
、
気
候
風

土
や
立
地
環
境
の
異
な
る
地
域
に
も
普
及
さ

せ
て
い
こ
う
と
い
う
目
論
見
が
あ
る
。
実
際
、

２
０
１
０
年
に
、
沖
縄
県
宮
古
島
市
に
７
棟

の
住
宅
を
竣
工
し
て
い
る
。
こ
の
工
事
に
も
携

わ
っ
た
星
川
建
築
の
星
川
敏
廣
氏
は
、
金
山
杉

の
魅
力
を
こ
う
語
る
。

 

「
い
ろ
ん
な
材
料
を
扱
っ
て
き
ま
し
た
が
、
金

山
杉
は
柔
ら
か
み
が
あ
っ
て
、
気
分
が
良
い
。

仕
事
を
す
る
に
も
、
触
る
の
が
楽
し
く
な
る
と

い
う
の
が
、
作
り
手
と
し
て
は
魅
力
で
す
ね
」

 

「
金
山
杉
」
と
い
う
ブ
ラ
ン
ド
か
ら
、「
金
山

杉
住
宅
」
と
い
う
新
し
い
ブ
ラ
ン
ド
の
構
築
に

一
歩
踏
み
出
し
た
「
金
山
杉
住
宅
を
つ
く
る
会
」

で
は
、
今
回
の
「
地
域
型
住
宅
ブ
ラ
ン
ド
化
事

業
」
へ
も
応
募
の
予
定
だ
と
い
う
。
地
域
材
の

活
用
と
い
う
目
的
か
ら
活
動
を
始
め
た
グ
ル
ー

プ
だ
が
、
地
域
型
ブ
ラ
ン
ド
住
宅
を
、
最
も
理

想
的
な
形
で
発
展
さ
せ
て
い
る
と
い
え
る
。

立地環境に合わせて利用できる「金山杉住宅」仕様構成

仕様書に沿ってつくられた「金山杉住宅」
（設計：阿部建築研究室、施工：小野工務店）

た
。
ま
た
「
金
山
杉
住
宅
」
は
、
２
０
１
０
年

度
の
「
長
期
優
良
住
宅
先
導
事
業
」
に
採
択
さ

れ
た
。
先
導
事
業
に
は
、「
金
山
杉
住
宅
を
つ

く
る
会
」
と
い
う
グ
ル
ー
プ
名
で
応
募
し
た
。

 

「
仕
様
書
を
具
体
的
に
実
現
す
る
組
織
が
な
い

と
前
に
進
ん
で
い
か
な
い
の
で
、
林
業
関
係
者
、

建
築
士
、
工
務
店
に
、
研
究
者
や
金
山
杉
に
興

味
を
持
つ
一
般
の
人
も
加
え
た
『
金
山
杉
住
宅

を
つ
く
る
会
』
を
つ
く
り
ま
し
た
」（
阿
部
氏
）

町
ぐ
る
み
で
創
り
だ
す

新
し
い
ブ
ラ
ン
ド
住
宅

目
指
す
べ
き
「
地
域
型
住
宅
」
の
具
体
像
を

明
確
化
で
き
た
背
景
に
は
、
金
山
町
が
長
年
取

り
組
ん
で
き
た
「
街
並
み
景
観
づ
く
り
」
の
歴

史
が
あ
っ
た
。

金
山
町
森
林
組
合
参
事
の
杉
井
範
之
氏
は

次
の
よ
う
に
説
明
す
る
。

 「
金
山
町
で
は
、
切
妻
の
屋
根
、
漆
喰
の
白
壁
、

杉
の
下
見
板
張
り
と
い
っ
た
特
徴
を
持
つ
住
宅

が
、
美
し
い
街
並
み
を
作
っ
て
き
ま
し
た
。
町

は
１
９
７
８
年
か
ら
毎
年
、
住
宅
建
築
コ
ン

ク
ー
ル
を
実
施
し
、
金
山
杉
を
使
っ
た
住
宅
と

職
人
の
技
術
の
伝
承
を
応
援
し
て
い
ま
す
。
ま

自然素材をあらわして使う
（自然循環仕様）A

軒裏をあらわし、軒を深く出した家
開放的な家 
室内は真壁とし、内装に杉板を使った家
柱はもちろん、梁にも杉を使った家
外装に木を張った家
火災に配慮しつつ、木を使った家

立地環境に
合わせる

自然エネルギーを利用する
（低炭素仕様）D

生活で使用するエネルギー消費が少ない家
自然の日射しを活かした冬に暖かい家
自然の通風を活かした夏に涼しく健康な家
夏の強烈な日射しに対する対策を施した涼しい家

近隣との関係性を考える
（近隣共生仕様）B

近隣に配慮した配置計画
積雪地での屋根の形状への配慮
街並み・景観への配慮

丈夫で長持ちさせる
（高耐久仕様）C

地震に強い家
長持ちする家
維持管理しやすい家

1.立地条件

密集市街地
郊外住宅地
農山村地域

2.防火関係地域指定

準防火地域
22条地域
指定なし

5.積雪の状況

一般地域
多雪地域

３.省エネ地域区分

Ⅱ地域
Ⅲ地域
Ⅳ地域

＊

４.パッシブ地域区分

い地域
ろ地域
は地域

＊

×

＊省エネ地域区分：全国を6つの地域に区分して、断熱材の厚さ等の基準を設けている。
＊パッシブ地域区分：1月の日射量の多さによって全国を３つの地域に区分している。

1
2
3
4
5
6

1
2
3

1
2
3

1
2
3
4

星川敏廣氏（住宅施工）

杉井範之氏（木材供給）

金山杉：山形県金山町で
は、明治時代の国有林払
い下げにより、精力的に
杉の植林が行なわれたた
め、樹齢100年を超える
人工林が豊富。また、厳
しい環境で育つため、年
輪幅が緻密で木目が細や
かで美しく、丈夫な材とし
て育つ。計画的な長伐期
施業を行なっており、80
年以上育てたものを伐採
する。大径木なので、家
一軒分の木材を統一した
樹種で建築できる。
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震
災
復
興
を
足
が
か
り
に

地
域
を
、
そ
し
て
東
北
を

元
気
に
し
て
い
き
た
い

株
式
会
社 

仙
建

営
業
第
２
課

さ 

き

し 

ば 

だ 

い 
 

す 

け

柴
崎
太
輔
さ
ん

宮城県出身。１９９５年、情報処理の専門学校を経て株式会社仙建に入社。
建材の物流に興味を持ち、入社当時から物流のシステム管理と営業職と 
いう二足のわらじを履いている。地場の工務店に対し、新商材の詳細や 
業界の最新動向を、もっと伝えていければと語る。冬場は入社と同時に 
始めた趣味のスノーボードを毎週、仲間と楽しむ。

P r o f i l e

客様とのコミュニケーションを重
ねながら、信頼関係を築き上げ、

お客様の課題やニーズに応える建築資材
を提案する。そんな提案型営業をモットー
としてきた柴崎さんは今、自問自答を繰り
返しながら仕事に臨んでいる。「宮城県に
ある当社は、昨年３月11日に発生した東
日本大震災以降、嵐のような日々を送って
きました。お客様に必要な資材を供給し
たいが、何しろ数が足りない。現在は少し
ずつ落ち着きを取り戻してはいますが、ま
だまだ元通りとまではいきません。そんな
状況の中で、どれだけお客様の声に応え
ることができているのか。もっとやれるこ
とがあるのではないか。ずっとそんなこと
を考え続けています」

30社ほどの地場の工務店を取引先とし
て担当する柴崎さん。震災発生から最初
の１カ月は物流機能が停止状態となったた
め、業務は完全にストップした。代わりに、
食糧や水などの救援物資を、取引先に届
けて回った。「２カ月ほどすると、少しず

つ物流が回復し始め、工務店から住宅修
繕のための注文が入ってきました。しかし、
多くの合板工場が被災しており、求められ
る量を確保できない。もどかしい思いを
抱えながらの仕事でした」。この頃は、仮
設住宅の建設が最優先であったため、一
般住宅の補修を請け負う工務店に対して、
充分な資材を供給することが一時的に困
難だった。
 「３カ月を過ぎた頃からは、ようやくまと
まった資材を確保できるようになったので
すが、今度は対応しきれないほどの注文
が舞い込みました。本来であれば、〝嬉し
い悲鳴〟となるのでしょうが、あまりの注
文の多さに、お客様の要望にていねいに
応えることができない状況になりました。
以前は細かいケアを心がけていたのに、
とにかく、仕事をさばくことが最優先となっ
てしまった。忙しいけれど達成感が感じら
れず、歯がゆい思いをすることが多かった
ですね」

それでも、柴崎さんは一歩ずつ前に進

んでいった。最近では、お客様への新商
材の提案も、少しずつできる余裕が出て
きた。「震災以降、住宅の耐震構造に強
い興味を持たれるお客様が増えています。
免震構造の現場見学会の来場者数も、震
災以前の10倍以上になっていると聞きま
す。今後は、太陽光発電や蓄電池を導入
したスマートハウスも増えてくるでしょう。
そのための商品についてもさらに勉強し、
情報を提供できるようにしておきたいと
思っています」

東北では、今後、復興需要が本格化す
る。しかし、そんな忙しい日々は、柴崎さ
んに〝申し訳ない〟という気持ちを抱かせ
ることもある。壊れた家の修理や新築の
ための住宅建材の注文が殺到するという
ことは、それだけ被災した人が多くいると
いうことだからだ。「それでも、住宅業界
の元気を第一歩として、地域全体が活気
を取り戻し、そして東北全体の復興につ
ながればと思えるようになりました。その 
ためにも、これからが頑張りどころです」

お

木材建材業界の
未来を担う人材に
クローズアップ
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群馬県高崎市上中居町 315■ 本 社

1950年■ 創 業

3000万円■ 資本金

20名■ 従業員

各種ばね・板ばねの製造・販売 
ばね関連製品のアセンブリ 
規格ばね「ナスパックシリーズ」（7,110種）
の通信販売 
医療用クリップ製造 
ワイヤーアートの規格・製造・販売 

■ 事業内容

有限会社 中里スプリング製作所

代表取締役社長

中里良一氏

半
導
体
製
造
用
か
ら
鉄
道
車
両
ま
で
、
多
種

多
様
な
ば
ね
を
製
造
す
る
中
里
ス
プ
リ
ン
グ
製

作
所
に
は
、
一
風
変
わ
っ
た
報
奨
制
度
が
あ
る
。

同
社
は
年
に
数
回
、
一
番
頑
張
っ
た
社
員
を
表
彰

し
て
い
る
が
、
そ
の
〝
ご
ほ
う
び
〟
と
し
て
、「
嫌

い
な
顧
客
と
の
取
引
を
打
ち
切
る
権
利
」
と
い
う

選
択
肢
が
存
在
す
る
の
だ
。
こ
の
選
択
肢
を
選

ん
だ
社
員
は
「
取
引
先
担
当
取
り
下
げ
申
請
書
」

に
理
由
を
書
い
て
提
出
し
、
取
引
担
当
か
ら
降
り

る
こ
と
が
で
き
る
。
担
当
を
変
え
て
も
問
題
あ
り

と
い
う
顧
客
の
場
合
は
、
取
引
を
打
ち
切
る
こ
と

も
あ
る
。
実
際
に
取
引
を
断
っ
た
会
社
は
、
こ
れ

ま
で
48
社
に
上
る
。

 

「
私
は
父
親
が
経
営
し
て
い
た
こ
の
会
社
が
経
営

難
に
陥
っ
た
た
め
、
そ
の
建
て
直
し
の
た
め
に
20

代
で
経
営
に
携
わ
り
ま
し
た
。
い
ろ
い
ろ
な
改
革

を
実
行
し
ま
し
た
が
、
最
初
に
こ
の
制
度
を
言
い

出
し
た
と
き
は
、
古
参
の
職
人
さ
ん
た
ち
か
ら
鼻

で
笑
わ
れ
ま
し
た
。
嫌
な
こ
と
も
我
慢
し
て
や
る

の
が
仕
事
だ
と
。
1
社
断
れ
ば
、
生
意
気
だ
と
い

わ
れ
て
、
10
社
が
仕
事
を
出
さ
な
く
な
る
ぞ
と
も

脅
さ
れ
ま
し
た
。

で
も
、
仕
事
だ
か
ら
こ
そ
、
嫌
な
こ
と
を
我
慢

し
ち
ゃ
い
け
な
い
ん
で
す
。
10
社
減
る
の
な
ら
、

10
社
増
や
せ
ば
い
い
。
そ
れ
か
ら
は
、
1
社
と
の

取
引
を
止
め
る
た
め
に
、
10
社
の
新
規
開
拓
を
、

自
分
へ
の
ノ
ル
マ
と
し
て
実
践
し
て
い
ま
す
。

上
に
立
つ
者
は
、
社
員
や
部
下
に
嫌
な
こ
と
を

我
慢
さ
せ
る
ほ
う
が
楽
で
す
が
、
そ
れ
で
は
ダ
メ

な
ん
で
す
。
ど
ん
ど
ん
マ
イ
ナ
ス
の
影
響
が
出
て

く
る
。
社
員
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
下
げ
る
よ
う

な
お
客
さ
ん
は
、
む
し
ろ
切
っ
た
ほ
う
が
い
い
。

そ
う
す
れ
ば
、
社
員
も
ス
ト
レ
ス
が
な
く
な
り
、

ほ
か
の
仕
事
を
今
以
上
に
頑
張
れ
る
ん
で
す
」

一
番
頑
張
っ
た
社
員
へ
の
ご
ほ
う
び
の
選
択
肢

は
、
も
う
一
つ
あ
る
。「
社
内
の
設
備
・
機
械
・

資
材
を
自
由
に
使
っ
て
、
就
業
時
間
中
に
自
分
の

好
き
な
も
の
を
作
る
権
利
」
を
選
ぶ
こ
と
が
で
き

る
の
だ
。
材
料
が
足
り
な
い
場
合
は
、
１
０
０
万

円
ま
で
会
社
が
負
担
す
る
。

 「
こ
の
ご
ほ
う
び
の
一
番
の
狙
い
は
、
社
員
が
気
が

つ
か
な
い
う
ち
に
多
能
工
に
な
っ
て
い
く
と
い
う

こ
と
で
す
。

ど
こ
の
企
業
も
今
、
多
能
工
化
を
は
か
っ
て
い

ま
す
が
、
な
か
な
か
う
ま
く
い
っ
て
い
ま
せ
ん
。

当
た
り
前
の
こ
と
で
、
た
と
え
ば
Ａ
さ
ん
に
、
Ｂ

さ
ん
が
や
っ
て
い
る
仕
事
を
覚
え
る
よ
う
に
と
指

示
を
出
す
と
、
Ａ
さ
ん
は
仕
事
の
ノ
ル
マ
が
増
え

る
と
及
び
腰
に
な
る
。
Ｂ
さ
ん
の
ほ
う
は
、
自
分

の
仕
事
を
取
ら
れ
る
か
も
し
れ
な
い
と
い
う
不
安

感
か
ら
、
自
分
の
持
つ
技
術
を
全
部
出
さ
な
い
。

お
互
い
逃
げ
腰
な
ん
だ
か
ら
、
う
ま
く
い
く
は
ず

が
あ
り
ま
せ
ん
。

で
も
ご
ほ
う
び
制
度
な
ら
、
若
手
が
『
こ
の
機

械
を
一
度
使
わ
せ
て
ほ
し
い
』
と
ベ
テ
ラ
ン
の
職
人

に
頼
む
と
、『
ご
ほ
う
び
制
度
か
、頑
張
れ
よ
』
と
、

10
年
、
20
年
か
け
て
磨
き
上
げ
て
き
た
技
の
、
一

番
の
ポ
イ
ン
ト
を
わ
か
り
や
す
く
教
え
よ
う
と
し

ま
す
。
作
り
た
い
も
の
を
作
る
と
い
う
遊
び
心
が
、

新
し
い
加
工
技
術
の
習
得
や
、
専
門
外
の
技
術
へ

の
挑
戦
を
促
し
て
、
い
つ
の
間
に
か
み
ん
な
多
能

工
に
な
っ
て
い
く
ん
で
す
」

中
里
社
長
は
「
井
戸
を
2
つ
交
互
に
掘
ら
せ
る

こ
と
が
大
事
だ
」
と
言
う
。
一
つ
は
〝
技
術
の
井

戸
〟、そ
し
て
も
う
一
つ
が
〝
遊
び
心
の
井
戸
〟
だ
。

〝
技
術
の
井
戸
〟
は
、
掘
れ
ば
掘
る
ほ
ど
刃
先
が

摩
耗
し
て
、
切
れ
味
が
悪
く
な
る
。
大
企
業
な
ら

こ
こ
で
人
材
を
入
れ
替
え
る
こ
と
が
で
き
る
が
、

少
数
精
鋭
で
や
っ
て
い
る
小
さ
な
町
工
場
で
は
、

そ
う
簡
単
に
社
員
の
使
い
捨
て
は
で
き
な
い
。
そ

こ
で
〝
遊
び
心
の
井
戸
〟
を
掘
ら
せ
、
刃
先
の
切

れ
味
を
も
う
一
度
復
活
さ
せ
る
。
好
き
な
も
の
を

作
っ
て
よ
い
と
い
う
ご
ほ
う
び
の
も
う
一
つ
の
狙

い
が
そ
こ
に
あ
る
。

 「
私
の
目
指
す
経
営
は
、『
日
本
一
楽
し
い
町
工
場
』

な
ん
で
す
。
こ
の
な
か
に
は
、
社
員
の
夢
も
希
望

も
工
夫
も
将
来
も
詰
ま
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
実
現

の
た
め
に
は
、
ど
ん
な
工
夫
も
努
力
も
い
と
い
ま

せ
ん
。

た
と
え
ば
、
ア
イ
デ
ア
を
思
い
つ
い
た
ら
、
夜

間
で
も
休
日
で
も
工
場
の
機
械
を
使
え
る

よ
う
に
、
役
付
社
員
に
は
全
員
、
工
場
の

鍵
を
渡
し
て
い
ま
す
。
役
職
も
、
係
長
ま

で
は
自
己
申
告
に
よ
る
希
望
制
で
す
。
部

下
や
上
司
も
自
分
で
選
べ
ま
す
。

体
調
不
良
な
の
に
責
任
感
か
ら
出
社
し

て
き
た
社
員
に
は
、
黄
色
の
作
業
服
を
着

て
も
ら
い
ま
す
。
そ
の
社
員
が
仕
事
の
手

を
休
め
て
も
、誰
も
文
句
を
言
い
ま
せ
ん
。

ま
た
、
取
引
先
と
の
納
期
さ
え
守
れ
ば
、
自
分

の
ペ
ー
ス
で
仕
事
を
し
て
も
い
い
と
し
て
い
ま
す
。

そ
し
て
、
毎
月
月
末
の
土
曜
日
に
行
う
、
全
員
参

加
の
『
夢
会
議
』
で
は
、〝
30
歳
ま
で
に
家
を
建
て

た
い
〟
と
か
、〝
ワ
イ
ヤ
ー
で
巨
大
ロ
ボ
ッ
ト
を
作
っ

て
み
た
い
〟
な
ど
、
一
人
3
分
ず
つ
、
自
分
た
ち

の
夢
を
語
り
合
い
ま
す
。

与
え
ら
れ
た
条
件
の
な
か
で
、
で
き
る
だ
け
楽

し
ん
で
仕
事
を
す
る
と
い
う
の
が
、
う
ち
の
ス
タ

イ
ル
な
ん
で
す
。
仕
事
が
楽
し
け
れ
ば
仕
事
が
好

き
に
な
り
、
自
然
と
生
産
効
率
も
上
が
り
ま
す
」

中
里
ス
プ
リ
ン
グ
製
作
所
の
営
業
マ
ン
は
、
中

里
社
長
た
だ
一
人
だ
。
社
員
に
は
、
プ
ラ
イ
ド
を

保
て
る
「
も
の
作
り
」
に
専
念
し
て
ほ
し
い
か
ら

だ
。
現
在
、全
国
46
の
都
道
府
県
に
顧
客
を
持
ち
、

取
引
先
は
１
４
７
４
社
に
上
る
。
量
産
の
た
め
の

設
備
投
資
は
あ
え
て
行
な
わ
ず
、
そ
の
代
わ
り
、

社
員
が
技
を
極
め
た
職
人
に
育
つ
た
め
に
、
お
金

を
か
け
る
。
そ
う
し
て
、
仕
事
が
好
き
、
会
社
が

好
き
と
い
う
社
員
が
育
つ
楽
し
い
町
工
場
は
、
好

循
環
の
な
か
で
日
々
発
展
を
続
け
て
い
る
。

社
員
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を

ア
ッ
プ
さ
せ
る

「
日
本
一
楽
し
い
町
工
場
」

有
限
会
社

中
里
ス
プ
リ
ン
グ
製
作
所

頑
張
っ
た
〝
ご
ほ
う
び
〟
は

嫌
い
な
取
引
先
を
断
る
権
利

役
職
昇
進
は
自
己
申
告

仕
事
は
自
分
の
ペ
ー
ス
で
Ｏ
Ｋ

自
由
に
好
き
な
も
の
を
作
る
権
利
は

い
つ
の
間
に
か
多
能
工
を
作
り
出
す

加工作業がしやすいように、創意工夫を凝らした手作りの道具

明るい工場内に椰子の木とキリンを
設置したのは、社長の “ 遊び心”

工場には、いたる所に社員お手製の
ワイヤーアートが飾られている

社
員
が
ご
ほ
う
び
で
作
っ
た
作
品

が
社
内
に
飾
ら
れ
る
。
事
務
系
社

員
は
職
人
に
ば
ね
を
発
注
す
る

ばねはその形状によって、コイルばね、
板ばねなどに分類される

技を極めた職人が、ハンドワークで特注のばねを作る

May 2012 89 May 2012



          

 

今月のニュース 

国土交通省など３省が、省エネ義務化の工程表案を公表

再生可能エネルギーの買取価格の原案が提示される

国
土
交
通
省
、
経
済
産
業
省
、
環 

境
省
の
３
省
合
同
会
議「
低
炭
素

社
会
に
向
け
た
住
ま
い
と
住
ま
い

方
推
進
会
議
」が
４
月
４
日
に
開
か 

れ
、
２
０
２
０
年
度
ま
で
の
新
築

住
宅
・
建
築
物
の
省
エ
ネ
義
務
化

に
向
け
た
工
程
表
案
を
公
表
し
た
。

工
程
表
案
で
は
、
建
築
物
の
規

模
別
に
義
務
化
の
時
期
を
３
段

階
に
分
け
、
戸
建
住
宅
な
ど
小 

規
模
（
３
０
０
平
方
メ
ー
ト
ル

未
満
）な
住
宅
の
省
エ
ネ
義
務
化 

は
、
２
０
２
０
年
度
ご
ろ
と
し
た
。

省
エ
ネ
水
準
は
、
義
務

化
導
入
時
点
に
お
け
る

省
エ
ネ
基
準
達
成
率
な

ど
を
踏
ま
え
て
設
定
す 

る
。既

存
住
宅
・
建
築
物

の
省
エ
ネ
化
に
つ
い
て

は
、
義
務
化
の
対
象
か

ら
外
し
て
、
税
制
や
補

助
な
ど
の
支
援
を
行
う

考
え
だ
。
省
エ
ネ
性
能

を
上
げ
る
リ
フ
ォ
ー
ム

へ
の
支
援
や
、
既
存
住

宅
の
省
エ
ネ
性
能
を
把

握
す
る
た
め
の
イ
ン
セ

ン
テ
ィ
ブ
を
与
え
る
な

ど
で
、
省
エ
ネ
化
を
促

進
す
る
と
し
て
い
る
。

ま
た
、
工
程
表
案
で

は
義
務
化
の
実
現
に

向
け
た
課
題
と
し
て
、

「
中
小
工
務
店
・
大
工

今
年
７
月
に
始
ま
る
「
再
生
可

能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
全
量
買
取
制
度
」

の
買
取
価
格
の
原
案
が
、
４
月
25

日
に
提
示
さ
れ
た
。
買
取
価
格
に

つ
い
て
協
議
し
て
き
た
経
済
産
業

省
の「
調
達
価
格
等
算
定
委
員
会
」

が
委
員
長
案
と
し
て
提
示
し
た
価

格
は
税
込
み
で
、
太
陽
光
発
電
が

１
キ
ロ
ワ
ッ
ト
時
当
た
り
42
円
、

風
力
発
電
が
23
・
１
円（
20
キ
ロ

ワ
ッ
ト
以
上
）な
ど
。

10
キ
ロ
ワ
ッ
ト
未
満（
＊
）の
家
庭 

用
の
住
宅
用
太
陽
光
発
電
は
、
10

キ
ロ
ワ
ッ
ト
以
上
と
同
額
の
42
円 

だ
が
、
キ
ロ
ワ
ッ
ト
当
た
り
３
万 

５
０
０
０
万
円（
２
０
１
２
年
度
）

の
補
助
金
を
加
え
る
と
、
実
質
48

円
に
相
当
す
る
。

買
取
価
格
は
、
建
設
費
や
運
転

維
持
費
用
に
適
正
な
利
潤
を
乗
せ

て
設
定
さ
れ
た
。
施
行
後
３
年
間

は
利
潤
に
特
に
配
慮
を
す
る
、
と

い
う
法
律
規
定
が
あ
る
た
め
、
初

年
度
は
適
正
な
利
潤
を
高
め
に
設

定
し
て
い
る
。

原
案
は
報
告
書
と
し
て
正
式
決

定
さ
れ
た
あ
と
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ

メ
ン
ト
の
意
見
聴
取
を
受
け
て
、

正
式
な
価
格
と
期
間
が
決
定
す
る
。

全
量
買
取
制
度
が
ス
タ
ー
ト
す

る
と
、
電
力
各
社
は
、
再
生
可
能

エ
ネ
ル
ギ
ー
に
よ
る
電
力
の
全
量

を
固
定
価
格
で
買
い
取
る
こ
と
を

義
務
付
け
ら
れ
る
。
買
取
価
格
と

期
間
は
毎
年
見
直
さ
れ
る
。

へ
の
十
分
な
配
慮
」
を
掲
げ
て
い

る
。
中
小
工
務
店
等
の
対
策
の
遅

れ
に
対
し
て
は
、「
中
小
工
務
店
・

大
工
の
省
エ
ネ
施
工
技
術
修
得
支

援
」
で
対
応
す
る
。
そ
の
ほ
か
、

伝
統
木
造
住
宅
等
の
評
価
方
法
の

検
討
、
建
材
・
機
器
の
性
能
・
品

質
の
確
保
と
向
上
な
ど
が
工
程
表

で
は
提
示
さ
れ
て
い
る
。

工
程
表
は
今
後
さ
ら
に
、
一
般

か
ら
の
意
見
募
集
な
ど
を
行
っ
た

う
え
で
取
り
ま
と
め
ら
れ
、
公
表

さ
れ
る
。

お酒が大好きな私。特に日本酒が！ いつか「木材・建材」
と「お酒」の関係で特集を組みたいなぁ。樽や桶などからみるハード面だけで
なく、「美味しいお酒を囲んだホームパーティ開催」→「家に人を招くとわが家
を立派なものにしたくなる」→「建材業界が元気になる」などソフトの視点から
も組めるかな。無理矢理かな（笑）。リクエストがあれば、ぜひ。さて、私事で
すが、今月から出産＆育児のため、1 年間お休みをいただきます。少人数体制
の当雑誌は、さらに人員減となりますが、皆さまの声を反映した誌面にしてい 
きますので今後ともよろしくお願いします。（K）

┃編┃集┃後┃記┃

広告掲載・製品紹介のご相談、誌面に対するご意見、ご感想は
建材マンスリー編集室専用アドレスまでお寄せください。

広告募集中！編集室より

住友林業株式会社  木材建材事業本部  事業開発部（片岡・齋藤）
kenzai-monthly@sfc.co.jp

業界ニュース

業界ニュース

2013 2014 2015 2016 2017 2018 2019 2020 （年度）

大
規
模

中
規
模

小
規
模

届出義務
（2,000m2以上）

適合義務
（2,000m2以上）

届出義務
（300～2,000m2）

適合義務
（300～2,000m2）

努力義務
（300m2未満）

適合義務
（300m2

  未満）

 新築住宅・建物の省エネ義務化に向けた工程表案

電源 太陽光 風  力 地  熱 中小水力 バイオマス

買取区分 10 kW
以上

10 kW
未満

20 kW
以上

20 kW
未満

1.5万
kW
以上

1.5万
kW
未満

1,000 kW
以上

3 万kW
未満

200 kW
以上

1,000 kW
未満

200 kW
未満

ガス化 固形燃料燃焼

下水汚泥 家畜糞尿 未利用
木材 一般木材 一般

廃棄物 下水汚泥 リサイクル
木材

買取価格
（税込）
1kwh
当たり

42.00
円

42.00
円

23.10
円

57.75
円

27.30
円

42.00
円

25.20
円

30.45
円

35.70
円

メタン発酵ガス化
バイオマス

40.95
円

33.60
円

（含パーム 
 椰子殻）
25.20

円

廃棄物系
（木質以外）

17.85
円

13.65
円

買取期間 20年 10年 20年 20年 15年 15年 20年 20年

買取区分・価格・期間についての委員長案

＊

表紙写真木造住宅は、設計：コウ設計工房、施工：吉澤建設工業
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1,910
64,687

22,335
23,468

549
20,245
10,441

9,703

56,756

9,841

1,722
4,394

0
3,725

35,612

30,985

850
20,500

9,550
44
41

公共
民間

持家
貸家
給与住宅
分譲住宅
うちマンション
うち戸建

民間資金

公的資金

公営住宅
住宅金融支援機構住宅
都市再生機構住宅
その他住宅

木造

非木造

鉄骨鉄筋コンクリート造
鉄筋コンクリート造
鉄骨造
コンクリートブロック造
その他

644
△975

△127
670
189

△1,063
△813
△264

△809

478

634
△299
△36
179

47

△378

597
105

△1,079
△14

13

50.9
△1.5

△0.6
2.9

52.5
△5.0
△7.2
△2.6

△1.4

5.1

58.3
△6.4

△100.0
5.0

0.1

△1.2

236.0
0.5

△10.2
△24.1

46.4

△106
3,284

△528
1,705
△140
2,141
1,771

379

4,335

△1,157

10
△1,622

0
455

187

2,991

185
2,279

544
△7
△10

△5.3
5.3

△2.3
7.8

△20.3
11.8
20.4

4.1

8.3

△10.5

0.6
△27.0

-
13.9

0.5

10.7

27.8
12.5

6.0
△13.7
△19.6

1,266
65,662

22,462
22,798

360
21,308
11,254

9,967

57,565

9,363

1,088
4,693

36
3,546

35,565

31,363

253
20,395
10,629

58
28

905
65,079

21,687
24,256

228
19,813
10,167

9,594

57,476

8,508

883
4,649

0
2,976

35,117

30,867

388
18,593
11,792

66
28

489
68,580

24,496
24,680

370
19,523

9,182
10,261

59,512

9,557

425
5,458

0
3,674

40,538

28,531

194
15,974
12,261

71
31

66,597新   設    住   宅    計 △331 △0.5 3,178 5.0 66,928 65,984 69,069

建 築 主 別

利用関係別

資 金 別

構 造 別

３月
対前月比

（戸） （%）
対前年同月比

（戸） （%）
2月 １月 12月

377

442

344

10

1,173

’01

514

366

455

316

10

1,146

’02

506

373

459

334

8

1,174

’03

529

367

467

349

9

1,193

’04

542

353

518

370

9

1,249

’05

545

356

538

383

9

1,285

’06

556

312

431

283

10

1,036

’07

506

311

445

11

273

1,039

’08

493

287

311

164

775

13

’09

437

309

292

212

819

7

’10

464

305

841

290

8

239

’11

466

３月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月 １月 ２月 ３月

３月
2011年 2012年

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月 １月 ２月 ３月３月
2011年 2012年

2011年 2012年

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月 １月 ２月 ３月

7,918

7,262 7,281

10,106

6,891

11,811

8,809 11,399

12,669

9,942

8,520

6,707

10,343

7,728

10,373

8,767 9,285 7,438 6,723 7,710

8,497
9,130

11,096 11,113
9,578

14,980

利用関係別戸数 構造別 木造戸数

2×4、プレハブ
新設住宅戸数

新設住宅
着工戸数の推移
（総戸数、利用関係別）

貸家
持家

分譲
給与

プレハブ
2×4

貸家
分譲マンション 前年同月比

木造

持家
分譲戸建

1,400

1,200

1,000

800

600

400

200

0

千戸

16,000

14,000

12,000

10,000

8000

6000

4000

2000

0

戸

90

80

70

60

50

40

30

20

10

0

50

40

35

30

25

20

15

10

5

0

千戸
総数 総数

50

45

40

35

30

25

20

千戸

550

500

450

400

350

300

千戸

30.0

20.0

10.0

0

-10.0

-20.0

-30.0

％

2011年度計（2011年４月～
2012年３月）の新設住宅着工
戸数は841,246戸。2010年
度計（819，020戸）比＋2.7％、
戸数で＋22,226戸、２年連
続のプラスとなった。
持家と貸家が減少となった
ものの、分譲が増加。特に分譲
マンションが前年比＋22.8％
と大幅増加となっている。床
面積も、+2.5％の72,748千
㎡で、２年連続の増加。
３月度の総戸数は 66，597
戸。前年同月比で＋5.0％と、
こちらも２カ月連続プラス。持
家は減少だが、貸家・分譲が
プラスとなっている。

2011年度
新設住宅着工戸数
前年度比プラス2.7％の
841,246戸

建材マンスリー 資料室
△は減2012年３月の新設住宅着工

（出典：国土交通省ホームページ http://www.mlit.go.jp/statistics/details/jutaku_list.html）
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